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（以下は略解メモであり、答案としては図解や考え方を添える必要あり） 
【１】 
 (1) CH3

+ 
  正三角形 (2) SO2 くの字型 

 (3) [CoCl6]3-	 正八面体 (4) H2C=C=CH2	 直線で両端平面は直交 
 
【２】 (1) sp3 混成 

(2) 無極性分子 
(3)  –1/3 (ベクトル和が原点。x成分だけ考えると 3x+1 = 0） 

 
【３】  

 
 
【４】  
（1）電子数が１６個であることに注意して、 
	 	 	 σ1s

2 σ1s*2 σ2s
2 σ2s*2 π2px

2 π 2py
2 σ2pz

2 π 2px*1 π 2py*1  
（2）B.O.順に NO: 2.5、NO+: 3, NO–: 2 ゆえ、NO+ が最強。 
 
【５】 
（1） 

 

 
 

 
 
（2）右図参照 
 
 
 
 
 
 
	 	   
【６】 
（1）変位型強誘電体。高温相（＝常誘電体）
では自発的に整列する永久双極子を持たな

いが、キュリー温度（Tc、相転移温度）以下

の温度では結晶が縦長に変形し、正負のイ

オンが相対的に変位するため自発分極が発

生する。 
（2）Ti4+ より Ba2+ の方がイオン半径は大きいので、変位するイオンの側
が Ti4+、ホスト格子を与える方が Ba2+ であろう。小さい Ca2+ によりホス
ト側が収縮すれば、Ti4+の可動域は減る。従って強誘電性が発現しにくく

なるかキュリー温度が低下する。 
 
【７】 
(1) β崩壊 電子放出の核壊変（ことわりなければβ–崩壊） 
(2) 有効原子番号 18電子で安定化する性質を示すための総電子数 
(3) ランタノイド収縮 4fブロック右へまたは過ぎると原子半径が減少 
(4) HSAB 硬い・柔らかい同士に見られる酸塩基安定性 
(5) δ結合 結合軸方向から見て節面が２枚直交した結合 
(6) スピン禁制 弱い吸収、スピン保存則に反するから 
(7) バンドギャップ 価電子帯と伝導帯の間、禁制領域 
(8)  facと mer異性 ８面体配位異性構造で、それぞれ面型と子午線型 
(9) 逆配位（逆供与）  中心金属から配位原子へのπ電子供与 
(10) ヤーン•テラー変形 対称性を低下してエネルギーを安定化する変形 
(11) キレート効果 多座配位マクロサイクルに見られる安定性 
(12)スピンクロスオーバー 熱や光などでスピン状態をスイッチする現象 


